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酒類の広告・宣伝及び酒類容器の表示に関する自主基準の新旧対照表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制 定 昭和 63 年 12 月９日 

今回改正 令和８年７月１日 

飲 酒 に 関 す る 連 絡 協 議 会 

 
改 正 後 改 正 前 

Ⅰ 基本的な考え方 

 

１（省略） 

２ 酒類事業者は、このような社会的な要請に

応えていく観点から、酒類の広告・宣伝や酒類

容器の表示に当たり、法令を遵守することは

もとより、それに加え、自ら尊重すべき基準と

しての「 酒類の広告・宣伝及び酒類容器の表示

に関する自主基準」を定め、その遵守に努めて

きたところであるが、近年の酒類を取り巻く

環境変化を踏まえ、今後の酒類産業の健全な

発展と消費者利益の一層の確保を図る観点か

らも、本基準の不断の見直しを行なうなど社

会的な要請への更なる対応を期する必要があ

る。 

 ３～４（省略） 

 

Ⅱ 広告・宣伝関係 

 １ ２０歳未満の者の飲酒防止に関する事項 

⑴ 表示内容 

 （省略） 

  ⑵ 注意表示の方法等 

 イ～ロ（省略） 

ハ 字体等 

(ｲ)～(ﾛ)（省略） 

(ﾊ)テレビについては、更に次の点に 

特に注意する。 

Ⅰ 基本的な考え方 

 

１（省略） 

２ 酒類事業者は、このような社会的な要請

に応えていく観点から、酒類の広告・宣伝や

酒類容器の表示に当たり、法令を遵守するこ

とはもとより、それに加え、自ら尊重すべき

基準としての 酒類の広告・宣伝に関する自

主基準」を定め、その遵守に努めてきたとこ

ろであるが、近年の酒類を取り巻く環境変化

を踏まえ、今後の酒類産業の健全な発展と消

費者利益の一層の確保を図る観点からも、本

基準の不断の見直しを行なうなど社会的な要

請への更なる対応を期する必要がある。 

 

 ３～４（省略） 

 

Ⅱ 広告・宣伝関係 

 １ ２０歳未満の者の飲酒防止に関する事項 

⑴ 表示内容 

 （省略） 

  ⑵ 注意表示の方法等 

 イ～ロ（省略） 

ハ 字体等 

(ｲ)～(ﾛ)（省略） 

(ﾊ)テレビについては、更に次の点に 

特に注意する。 

 



2 

 

Ａ ２０歳未満の者の飲酒防止の注意

表示については原則として広告の最

後に実施することとし、広告の途中

で実施する場合には、明瞭に判読で

きるよう十分配慮する (例えば、白抜

き等)。 

Ｂ  ２０歳未満の者の飲酒は法律で禁

止されています。」等の長い文言の使用

は避ける等配慮する。 

Ｃ 一画面に注意表示を複数表示する

場合には、以下によるものとする。 

 ① 注意表示は３項目以内とする。  

 ② 表示は２行までとする。 

 ③ ３項目の１行表示は行わない。 

 ④ 上下・左右に分離した表示、縦書

き・横書きが混在した表示は行わ

ない。 

 ⑤ 行またぎ表示（１項目を２行以

上にわたり表示すること）は行わ

ない。 

Ｄ 注意表示を明瞭に識別できるように

するため、文字と背景のコントラスト

について、適切な措置を講じるものと

する（例：識別しやすい色の組み合わ

せや縁取りの利用等）。 

（注）上記Ｃ及びＤについては、Ⅱ２（1）

に規定する注意表示（妊産婦飲酒、適

正飲酒等関連）に準用する。 

(ﾆ)～(ﾎ)（省略） 

ニ （省略）  

  ⑶ 広告・宣伝の際の留意事項 

（省略） 

 

２ アルコールと健康問題等に関する事項 

    ⑴～⑶（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規） 

 

 

 

 

 

 

 

(ﾆ)～(ﾎ)（省略） 

ニ （省略）  

  ⑶ 広告・宣伝の際の留意事項 

（省略） 

 

２ アルコールと健康問題等に関する事項 

    ⑴～⑶（省略） 
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Ⅲ 酒類容器関係 

１～２（省略） 

３ 純アルコール量に関する事項  

(1) 表示内容 

 製品に含まれる純アルコール量を次の

いずれかの方法により表示するものと

する。  

イ １本（又は１容器容量）あたり  

ロ 100ミリリットル あたり 

ハ １杯あたり この場合、１杯分の容 

量も併せて表示するものとする。 

(2) 対象容器 

 原則として、消費者に販売される形態 

となっている酒類容器とし、具体的な

対象容器については、必要に応じて協

議会を構成する各団体において定め

る。  

(3) 表示方法等 

イ 容器の見やすい所に明瞭に表示す

る。 

ロ 文字の大きさは、６ポイントの活字

以上の大きさの統一のとれた日本文字

とする。ただし、表示可能面積がおお

むね 150㎠以下のものに表示するもの

にあっては、5.5ポイントの活字以上

の大きさの文字とすることができる。 

ハ 純アルコール量は重量（グラム）を

整数または小数点以下第 1位まで表示

するものとし、整数表示では小数点以

下第１位を、また小数表示では小数点

以下第２位をそれぞれ四捨五入する。

なお、小数表示をする場合において、

小数点以下第１位が０になった場合は

小数点以下.0を省略することができ

る。また単位についてはアルファベッ

ト文字で表記することができる。 

Ⅲ 酒類容器関係 

１～２（省略） 

（新規） 
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ニ  純アルコール量は、商品に表示され

ているアルコール分（V％）を基礎とし

て算出する。なお、アルコール分の表

示に幅がある場合の純アルコール量の

表示については、表示されている度数

に合わせて幅を持たせて表示するこ

と、または最も重い重量を表示するこ

とができる。 

 

４ 清涼飲料等との誤認防止に関する事項 

 ⑴～⑵（省略） 

Ⅳ ノンアルコール飲料関係（省略） 

Ⅴ 自主基準の遵守等（省略） 

 

附則 

 自主基準の改正事績（内容省略）  

 平成 4年 3月、平成 5年 4月、平成 7年 6月、

平成 10年 5月、平成 12年 12月、平成 17年

10月、平成 18年 5月、平成 18年 12月、平成

20年 1月、平成 21年 7月、平成 22年 2月、

平成 22年 8月、平成 23年 6月、平成 24年１

１月、平成 28年７月、令和元年７月、令和８

年７月 

 

附則（今回改正 令和８年７月１日） 

この基準は、令和８年７月１日から施行する。 

ただし、Ⅲ３の純アルコール量の表示に関する

事項についてはラベル切り替えのタイミング等

の事情により、またⅡ１（２）ハ（ハ）のテレビ

の注意表示に関する事項についてはテレビ広告

の放映・制作スケジュール等の事情により、それ

ぞれ施行日から実施できない場合は、できるだ

け早期に実施することとする。 

 

（注）飲酒に関する連絡協議会メンバー 

酒類業中央団体連絡協議会の９団体（日本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 清涼飲料等との誤認防止に関する事項 

 ⑴～⑵（省略） 

Ⅳ ノンアルコール飲料関係（省略） 

Ⅴ 自主基準の遵守等（省略） 

 

附則 

 自主基準の改正事績（内容省略）  

 平成 4年 3月、平成 5年 4月、平成 7年 6月、

平成 10年 5月、平成 12年 12月、平成 17年

10月、平成 18年 5月、平成 18年 12月、平成

20年 1月、平成 21年 7月、平成 22年 2月、

平成 22年 8月、平成 23年 6月、平成 24年１

１月、平成 28年７月、「（新規） 

 

 

附則（今回改正 令和８年７月１日） 

この基準は、令和元年７月１日から施行する。 

ただし、広告・宣伝中である場合や準備の都合

等により、施行日から実施できない場合は、そ

の素材を明確にし、できるだけ早期に実施する

こととする。 

 

 

 

 

（注）飲酒に関する連絡協議会メンバー 

酒類業中央団体連絡協議会の９団体（日本 
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 酒造組合中央会、日本蒸留酒酒造組合、ビ

ール酒造組合、日本洋酒酒造組合、全国卸

売酒販組合中央会、全国小売酒販組合中央

会、日本ワイナリー協会、日本洋酒輸入協

会、一般社団法人全国地ビール醸造者協議

会）で構成されている。 

 

酒造組合中央会、日本蒸留酒酒造組合、ビール

酒造組合、日本洋酒酒造組合、全国卸売酒販組

合中央会、全国小売酒販組合中央会、日本ワイ

ナリー協会、日本洋酒輸入協会、全国地ビール

醸造者協議会）で構成されている。 

（注）      は、改正部分。 


